
超伝導現象の応用



超伝導の応用分野



(Magneto-Hydro-Dynamics, 
電磁流体力学発電)





ビスマス系超電導材料は、日本発の技術です。この材料を世界で

初めて長尺線材化し、既にグローバルスタンダードとなっています

。ビスマス系超電導材料とは、Bi(ビスマス)-Sr(ストロンチウム)-Ca(

カルシウム)-Cu(銅)-O(酸素)で構成されるもので、特にBi、Sr、Ca、

Cuの組成比が2:2:2:3となる2223相は臨界温度が110Kと高く、発見

直後から最も実用化に近い材料として注目されてきた。

銀とビスマス系高温超電導材料を複合加工する固相法を中心に

開発を進めてきましたが、このたび、革新的なプロセス開発

(Controlled Over Pressure:CT-OP)により、ビスマス系高温超電導線

材の飛躍的な品質向上と生産性の大幅な向上を同時に達成した。
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出典： 日立メディコホームページより
http://www.hitachi-medical.co.jp/product/mri/echelon/usability.html



超伝導磁気浮上リニア－モーター列車

出典： JR東海・リニアエクスプレス ホームページより
http://linear.jr-central.co.jp/index.html



超伝導の応用：レポート１０

第２種超伝導体の混合状態に電流を流した時、

（a） 磁束に働く力の方向、大きさ、および磁束が動くことによって発生する電場の方向

と大きさを求めよ｡

(b) 超伝導線に電流を流すためには、磁束をピン留めすることが必須である。

そのピン留め中心となる不均一性として、不純物以外の原因を挙げよ。
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